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研究テーマ名：バイオテクノロジーを駆使した高性能モノクローナル 

抗体創製技術の開発 
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高校生への一言：バイオテクノロジーは未来を豊かにする技術です。 

 

大学での担当科目：バイオテクノロジー概論、細胞生物学、医薬品科学、その他 

 

大学院での担当科目：細胞情報学特論、その他 

 

所属学会： 日本細胞生物学会 

 

１．研究概要 

モノクローナル抗体は、病気の診断や食品検査など様々な分野で利用されており、最近では

抗体医薬品として、難治性疾患の治療に目覚ましい成果をあげています。今後も抗体医薬品へ

の期待は高まるばかりですが、高特異性・高親和性の抗体作製は非常に難易度が高く、新しい

高性能抗体作製技術の開発が望まれています。そこで当研究室では、バイオテクノロジーを駆

使し、高性能な抗体を高効率に作製する技術の開発に取り組んでいます。また、様々なターゲ

ットに対する抗体作製とそれら抗体のユニークな利用法についての応用研究を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．高校生向けに提供可能な講演テーマ 

・細胞で身体を修理する –幹細胞と再生医療- 

・抗体医薬 –バイオテクノロジーが生み出した新しいクスリ- 

高性能モノクローナル抗体創製技術の開発 

環境分野 

・環境ホルモン検出 

・環境有害物質検出 

バイオ分野 

・生体分子機能解析ツール 

・細胞新機能付加 

ナノマテリアル分野 

・有機・無機材料新機能付加 

・新規触媒創製 

医療分野 

・各種疾患の診断検査薬作製 

・新規治療薬創製（抗体医薬品） 

健康分野 

・食品含有危険物質(BSE等)検出 

・新規調味料創製 

・疲労物質検出・疲労診断 


